第７８回エフエムぬまづ番組審議会議事録
１．開催年月日　　　平成２３年５月１３日（金）午後６時
２． eq \o\ad(開催場所,　　　　　)　　　沼津市魚町１番地
　　　　　　　　　　　　　サンフロントビル　３Ｆ　会議室

３．委員の出欠
委員総員　　７名
出席委員数    ４名
出席委員氏名　　
清水義一
荻生昌平
長島玲美
勝又康充
欠席委員氏名　　千野慎一郎
保坂典子
井上純代
放送事業者　　　佐藤恭平、諏訪部和雄
　　　　　　

４．議　　題
　　　
平成２３年５月９日（月）１４:００～１６：００放送
番組名　ランデヴー
毎週月曜日から木曜日の午後２時から４時まで放送しているＪ－ＷＡＶＥ番組。
５． eq \o\ad(審議内容,　　　　　)
（会社側：佐藤）　審議委員の皆様、お忙しいなかお集まり頂きありがとうございます。本日ご審議頂きますのは、５月９日（月）に午後２時から４時まで放送しているＪ－ＷＡＶＥ番組「ランデヴー」です。ナビゲーターのレイチェル・チャンとゲストのハイセンスなトークと音楽の番組です。また本日は、千野さん、保坂さん、井上さんの3名が欠席です。

（会社側：佐藤）　それではお聴き下さい。
（　番　組　聴　取　）・・・
（会社側：佐藤）　この番組は２時間半ありますが本日は３０分程にしてお聴きいただきました。宜しくお願いいたします。

（清水委員長）　　では長島さんからお願いします。

（長島委員）
さすがにプロという感じで声も聴き易いですし、運転している時に流しても邪魔にならないと思うのですごく良いと思います。

ただ、２時間半という番組構成の中で３０分だけ聴くと音楽の割合が長く、お話の内容より音楽の方が先行してしまうかもしれない。

　　　　　　　　　それでも全体的に聴き易くプロだという感じがしました。最後のお話の纏め方も上手だと思いました。

（清水委員長）　　次に今回初めての勝又さんお願いします。
（勝又委員）　　　後半、ゲストのＤＪ沖野修也さんがＤＪからのお話ということで内容的にも分かり易く聴かせてくれましたが、前半、ビジネス書の

内容が少しよくわからなかったという感じがあります。氏が著作したビジネス書の宣伝も兼ねているということであれば、もう少し

情報の引き出しが必要だったのかなと思います。本来はＤＪということで、その点から広げていった後半のお話は大変分かり易く聴

けました。全体の流れには勉強になる部分が多く楽しませていただきました。

　
（清水委員長）　　それでは荻生さんお願いします。

（荻生委員）　　　良い番組だと思いますが、なかなか難しくて本当に専門的且つ内容が濃密というか。言葉ではわかるかも知れないが、本当にそれが

伝わってくるのか心配だった。プロの意識的に選択されたものの良さはよくわかる。プロ中のプロに出会うことは少ないので素晴らしいゲストだと思う。１曲目に流れていたものは音が割れていて他のものは良かったが何故だろうか。ナビゲーターは英語、日本語

まぜこぜで話しをしていますが、時々ＤＪ特有の外国訛りの日本語になっている。ゲストの沖野修也さんは、率直に自分の意見を何

気なくお話しをしていますが、なかなか中身が濃いのでこういう番組良いのではないかなと思います。でも一般の人にわかるかな、言葉ではわからないかもしれないけど、実感で伝わってくるかなとその辺が心配でした。今日の選曲もなかなかオーディオメディアというものをわかっていて、意識的に選曲しているので良いと思う。ナビゲーターとゲストの２人の話術、タイミング、間の取り方がきちっと出来上がっているので素晴らしいと思います。この番組は何処で作られたのか。

（会社側：佐藤）　Ｊ－ＷＡＶＥで制作された番組です。東京の六本木に会社があります。

（荻生委員）　　　番組に都会性がはっきり出ている。なかなか話の引き出し方が上手でタイミングが良く、心地よく聴けるのかなと思います。

（清水委員長）　　有難うございます。皆さんがお話されたことが的を得ているなと感じています。単にＤＪだけではなくて良いお話が入っていた。

　　　　　　　　　単に音楽だけではなく教訓になる知的な番組でした。

雑談

　（清水委員長）　　震災の情報伝達についてお話をさせて下さい。

· いろいろなメディアがあるが圧倒的にラジオを聴いたという人が多い（６０～７０％）

· 災害時に情報収集が難しいのではないか。リスナーからの情報収集も有効である。

· コミュニティＦＭの大きな柱は災害対策である。

· 東北地方太平洋沖地震を教訓に、コミュニティＦＭのあり方について番組編成の中でも考えるべきです。

災害が起きたときに沼津市民の安全を確保するために大いに貢献すると思いますのでＦＭ関係者には誇りを持って頑張っていただき

たいと思います。

（清水委員長）　　他になければ、次回の審議会は７月１５日金曜日にしたいと思います。

（会社側：佐藤）　ありがとうございました。

６．審議会での意見についてとった措置について
　　各委員からの意見や感想については今後の自社制作番組に生かし、より良い番組作りをする検討材料としました。

　　　ご指摘を受けた点は番組担当に伝え、改善するように指示しました。

７．審議会の内容の公表
　　　弊社ホームページにて公表する。
　　　

８．その他の参考事項
　　　

次回の番組審議会は平成２３年７月１５日（金）午後６時より行う。
様式４－２








